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参考資料（普及情報） 
分類名〔家畜〕 

 
 

                                       畜産試験場 
１ 取り上げた理由 

 牛過剰排卵処理において、得られる正常胚の数は、それを移植して得られる産子の数に直接影響す

るため、受精卵移植技術の成果を大きく左右する。１回の採卵で得られる正常胚の数は、平均すれば

５個程度であるが、処理する個体により異なる。本技術を利用すれば、採卵成績の悪い個体から採取

される正常胚数を増やすことが可能である。受精卵移植を行う獣医師、家畜受精卵移植師ならびに農

家に周知することにより、技術の普及と定着化が促進されることが期待されるので、普及情報とする。  
 

２ 参考資料（普及情報） 

１）方法 
 正常発情周期を繰り返す雌牛を用い、発情周期に関係なくプロジェステロン膣内挿入剤（商品名

＝イージーブリード・（社）家畜改良事業団）を挿入する（０日目）。７日目に安息香酸エストラジ

オール（商品名＝ギナンドール・㈱三共）を１mg 投与しておく。10 日目からは、通常の過剰排卵

処理を行う。すなわち、10、11 および 12 日目の朝、夕にブタＦＳＨ（商品名＝アントリン・㈱デ

ンカ製薬）をそれぞれ、５、５、３、３、２、２AU ずつ投与する。12 日目の朝にプロスタグラン

ジンＦ２α製剤を投与し、プロジェステロン膣内挿入剤を抜去して発情を誘起する。14 日目に人工

授精を行い、21 日目に採卵する。 

 ２）期待される効果 
  安息香酸エストラジオールを前投与すると、回収される正常胚数が、通常の過剰排卵処理におい

て３個以下の牛群では、平均 2.1 個増加する。 

０日 ７ １０ １１ １２ １４ ２１日

C I D R 挿 入 E 2 投 与 ﾌ ﾞ ﾀ F S H 投 与 A I 採 卵

1 0 日 目 ：5 A U × 2 回

1 1 日 目 ：3 A U × 2 回

1 2 日 目 ：2 A U × 2 回 、P G 7 5 0 μ g 、C I D R 抜 去

注 ）C I D R ：ﾌ ﾟ ﾛ ｼ ﾞ ｪ ｽ ﾃ ﾛ ﾝ 膣 内 挿 入 剤
　　 E 2 　 ：安 息 香 酸 ｴ ｽ ﾄ ﾗ ｼ ﾞ ｵ ｰ ﾙ
　　 P G     ：ﾌ ﾟ ﾛ ｽ ﾀ ｸ ﾞ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ ﾝ F 2 α 製 剤
　　 A I      ：人 工 授 精

図 　　過 剰 排 卵 処 理 方 法

 

３ 利活用の留意点 
 採卵成績が優良な牛（通常の過剰排卵で４個以上の正常胚が回収される牛）に本法を利用しても効

果は少ない。 

（問い合わせ先：畜産試験場酪農肉牛部 電話 ０２２９－７２－３１０１） 

安息香酸エストラジオールを前投与する牛過剰排卵処理方法 
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４ 背景となった主要な試験研究  
 １）研究課題名及び研究期間 

   牛の受精卵移植技術の実証 昭和 58 年～ 
   この成果は、独立行政法人家畜改良センターの指導のもと、青森県、秋田県、神奈川県、静岡 

  県、奈良県、山口県、高知県、大分県、宮崎県の各畜産試験場との共同試験により得られたもの 
  である。  

 
 ２）参考データ 

  ａ 51 頭の供試牛を用い、それぞれの牛について、安息香酸エストラジオール（Ｅ２）を投与あ   
   るいは投与しないで４回採卵した。採卵成績は表２に示すとおりで、Ｅ２を投与すると推定黄    

   体数は、10.5 個から 12.4 個へ有意に（Ｐ＜0.05）増加したが、採卵総数や正常胚数は増加し     
   なかった。この結果について、表１のようにＥ２を投与しないときの採卵成績により牛群を分  

   けて分析したところ、採卵成績の悪い牛群で推定黄体数、採卵総数および正常胚数が増加  

   した。 
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表 1 　 対 照 時 の 正 常 胚 数 別 の 採 卵 成 績

平 均 7.5 3 . 9 4 . 3 1 .1 0 . 9 2 . 3

S D 5 . 0 4 . 1 7 . 6 1 .1 1 . 7 6 . 4

平 均 10 . 5 3 . 2 7 . 7 3 .2 1 . 8 2 . 7

S D 6 . 3 3 . 0 5 . 2 3 .2 3 . 2 3 . 2

平 均 9 .8 4 . 8 7 . 3 4 .4 1 . 9 0 . 9

S D 5 . 5 3 . 4 3 . 5 0 .5 2 . 3 1 . 5

平 均 11 . 4 5 . 3 1 0 . 7 4 .3 3 . 3 3 . 1

S D 5 . 2 3 . 6 7 . 6 4 .2 5 . 6 5 . 1

平 均 13 . 9 5 . 3 1 3 . 7 9 .6 2 . 0 2 . 2

S D 7 . 3 4 . 2 8 . 5 6 .1 3 . 7 5 . 6
平 均 14 . 8 4 . 0 1 3 . 1 7 .8 2 . 2 3 . 1
S D 4 . 3 4 . 7 5 . 3 4 .2 3 . 1 2 . 8

有 意 水 準 5 % 未 満
有 意 水 準 1 % 未 満

　

対 照 時
正 常 卵 数
０～ ３個

n = 8 2

対 照 時
正 常 卵 数
４ ～ 5 個

n = 3 2

対 照 時
正 常 卵 数
６個 以 上

n = 8 0

試 験 区

対 照 区

試 験 区

対 照 区

試 験 区

対 照 区

変 性 胚 数 未 受 精 卵 数遺 残 卵 胞 数 採 卵 総 数 正 常 胚 数区 分 推 定 黄 体 数

表２　全体の過剰排卵処理成績

有 12.4±6.8* 3.9±3.8 10.4±7.4 5.3±5.2 2.2±3.9 2.9±4.5 50.9%
無 10.5±5.6* 4.7±4.3 8.7±7.5 5.1±4.8 1.5±2.5 2.0±4.6 58.2%

有意水準5%未満

正常胚率採卵総数 正常胚数 変性胚数 未受精卵数Ｅ２投与 推定黄体数 遺残卵胞数




